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                                      令和８年８月２９日 

岐阜県障害者相談員連絡協議会の設立に向けて 

 ９月に入り、少しずつ秋の気配を感じる季節となりました。皆様には、日頃より当協会及び障害者相談員活

動にご尽力いただき、心より感謝申し上げます。 

 現在、令和９年４月１日の「岐阜県障害者相談員連絡協議会」設立に向けて、県内各市町村への説明を進め

ています。 

 これまで、岐阜県市長会長（羽島市）、岐阜県町村会長（大野町）、岐阜市、大垣市を訪問し、協議会設立の

趣旨や活動内容、市町村負担金制度について説明してまいりました。 

 各訪問先では、私たちの話を親身になって聞いていただき、これからの相談員活動や協議会のあり方につい

て、貴重なご意見をいただきました。特に、将来を見据えた協議会の活動に期待しているとの思いを感じるこ

とができ、大変心強く思っています。 

 また、今回の訪問を通じて、改めて障害者相談員の活動、そして当協会が社会に必要とされていることを強

く感じました。 

 今後は、できる限り県内各市町村へ直接説明に伺い、協議会設立への理解と協力をお願いしていきたいと思

います。その際には、各支部長の皆様にもお力をお借りしながら、県内全体で新しい協議会を盛り上げていき

たいと考えています。 

 令和９年４月１日の設立をゴールとするのではなく、設立後に相談員の皆様、障がいのある方、市町村、県

にとって「設立してよかった」と思っていただける協議会を目指してまいります。 

 引き続き、皆様のご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。      ＜事務局長＞ 

１ 令和８年度 第１回正副会長・各ブロック長会議について 

  令和８年７月 22日（水）、県福祉会館２階大会議室において、会長、副会長及び各圏域のブロック長が出 

 席し、「令和８年度第１回正副・ブロック長会議」を開催しました。 

  会長から「今が正念場」との発言 

  はじめに岡本会長から、「現在、当協会は多くの課題を抱え、危機的な状況に直面している」との発言が 

 ありました。 

  地域の支部・分会についても、会員の減少や高齢化などにより、活動の継続が難しくなっているところが 

 あり、組織の存続そのものが問われる状況となっています。 

  一方で、当協会は、障がいのある方やその家族、地域社会にとって必要とされている、意義のある団体で 

 す。これまで長年にわたり、障がい者福祉の向上や社会参加の推進に取り組んできました。 

  この大切な団体を将来にわたって継続していくためにも、今がまさに正念場です。役員、ブロック長、支 

 部関係者をはじめ、会員一人ひとりの協力が必要であり、組織の維持・強化に向けて、皆さんの力を貸して 

 いただきたいとの協力要請がありました。 

  また、会員や関係者への情報発信を強化するため、新たに当協会の公式 LINEアカウントを開設し、タイ 

 ムリーな情報提供や交流の促進に取り組んでいくことについても報告しました。 

  会議では、国・県への要望、第 75回岐阜県身体障害者福祉大会、入会促進、賛助会員の拡大、組織強化 

 などについて協議・検討を行いました。 

 （１）国・県への要望事項を決定 

   【国への要望】 

    ①障害者相談員制度の充実 

     障害者相談員制度の法的位置付けを明確化するとともに、相談員の活動支援、人材の確保・育成、 

    障害者相談員連絡協議会への支援及び研修体制の充実が図られるよう要望します。 

     障害者相談員は、障がい当事者としての経験を生かし、身近な相談への対応や地域での見守り、社 

    会参加の支援など、障がいのある方の地域生活を支える重要な役割を担っています。 

     しかし、相談内容の複雑化・多様化や相談員の高齢化、担い手不足などが課題となっています。 

     こうした状況を踏まえ、制度の法的な位置付けを明確にするとともに、活動に必要な財政支援、人 

    材の確保・育成、研修体制の充実を図り、持続可能な制度として整備することを要望します。 

     



②旅客鉄道運賃割引制度の見直し 

     第１種身体障害者及び第１種知的障害者が単独で旅客鉄道を利用する場合の、101km以上という乗 

    車距離要件を撤廃し、利用距離にかかわらず運賃割引が適用されるよう、制度の見直しを要望します。 

     通院、通学、就労、行政手続、研修、文化・スポーツ活動など、日常生活における短距離・中距離 

    の移動においても、障がいのある方が安心して社会参加できる制度への見直しが必要です。 

   【県への要望】 

    ①岐阜県障害者相談員連絡協議会への支援 

     令和９年度から身体障害者相談員と知的障害者相談員が連携する「岐阜県障害者相談員連絡協議 

    会」の設立を予定しています。 

     相談員相互の連携強化や資質向上、地域における相談支援体制の充実を図るため、協議会の設立及 

    び安定した運営に必要な財政支援を要望します。 

    ②重度心身障害者医療費助成制度の堅持 

     重度心身障害者医療費助成制度を堅持するとともに、市町村が安定して制度を継続できるよう、県 

    の財政支援の維持・充実を要望します。 

     障がいのある方が必要な医療を継続して受け、住み慣れた地域で安心して生活するためにも、重要 

    な制度です。 

 （２）第 75回岐阜県身体障害者福祉大会について 

    今年度は、中津川市の協力により、中津川市文化会館において開催します。 

    本大会は、身体障がい者に対する更生援護思想の普及を図り、広く県民の理解と関心を深めるととも 

   に、身体障がい者の自立更生意欲を高揚し、身体障がい者福祉の向上を図ることを目的として開催しま 

   す。 

    日 時：令和８年１２月６日（日）午後１時から 

    会 場：中津川市文化会館 中津川市かやの木町２－２ 

 （３）入会促進について 

    新規入会者は 10名（７月 15日現在）となっています。 

    これまでポスターやチラシ等による周知を行ってきましたが、新規入会者はまだまだ少なく、当初の 

   目標人数には届いていない状況です。 

    今後は、これまでの取組を検証するとともに、より効果的な入会促進につながるよう、事務局におい 

   て戦略的に検討し、具体的な対策を進めていきます。 

    また、各支部においても、地域の関係者や会員等への積極的な働きかけを行い、新規会員の確保に努 

   めていくことを確認しました。 

 （４）賛助会員の拡大・応援プロジェクトについて 

    当協会の財政基盤を強化するため、県内の企業・団体等を中心に賛助会員の加入促進を図るとともに、 

   当協会の活動を支援していただく「応援プロジェクト」を通じて、寄付金を募る取組を進めていきます。 

    また、各支部においても、地域の企業・団体、関係者等への働きかけを行い、賛助会員の拡大及び寄 

   付への協力をお願いしていきます。 

    会員の確保と併せて、賛助会員や寄付金を増やすことで、財政基盤を強化し、持続可能な協会運営に 

   つなげていきます。 

 （５）組織強化について 

     来年行われる統一地方選挙を見据え、各支部において、地元選出の県議会議員をはじめとする議員と 

の連携をこれまで以上に深めていくことを確認しました。 

    地域の障がい者福祉の課題や当協会の活動について理解を深めていただくとともに、今後の要望活動 

   や障がい者福祉施策の充実につなげていきます。 

    各支部が主体となって議員との情報交換や意見交換を行い、障がいのある方や会員の声を届けること 

   で、当協会の活動への理解を深めていただき、組織強化につなげていきます。 

２ 芸術・文化事業のご案内 ＜担当：田中・柴＞ 

   障がいのある方が芸術や文化に親しみ、作品づくりを楽しむ機会として、各地域で芸術教室を開催して 

  います。 

   教室の募集については、開催１か月前を目途に開催地域の支部長等へご案内いたします。 



  【９月・10月の予定】 

   ■３色パステルアート教室 

    この教室は、ふれあい福祉フェア会場内で開催します。申込み不要です。 

    日 時：９月５日（土）13：30～15：00 

    場 所：マーサ 21 １階マーサスクエア （岐阜市正木中１－２－１） 

   ■陶芸教室（飛騨） 

    日 時：10月３日（土）13：30～15：00 

    場 所：高山市総合福祉センター３階会議室 （高山市昭和町２丁目 224番地） 

   ■陶芸教室（東濃） 

    日 時：10月 14日（水）13：30～15：00 

    場 所：中津川中央公民館３階学習室１ （中津川市本町２丁目３－25） 

    ※上記の教室の申し込み締切りは、開催日の 10日前です。 

    ※申し込み多数の場合は、締切り前でも申込みを終了する場合があります。 

３ 障がい者団体の情報発信力強化研修会のご案内 ＜担当：岡田＞ 

  当協会では、障がいのある方が将来にわたり地域で自立し、社会で活躍できるよう、障がい者団体の活動 

 を支える知識や意識の醸成を目的として、研修会を開催します。 

  今回は、会員減少等に伴う団体運営の課題に対応するため、クラウドファンディングの具体的な活用方法 

 を学び、団体の自立的な財政基盤の強化や活動の持続性につなげることを目的としています。 

  「ゼロから学べるクラウドファンディング」研修会 

    日 時：令和８年９月 25日（金）13：30～15：00 

    場 所：岐阜県福祉・農業会館６階研修室 

    オンライン：Zoomによる参加も可能 

    参加費：無料 

    クラウドファンディングの基礎から具体的な活用方法まで学ぶ研修会です。 

    講師には、株式会社 CAMPFIREの佐藤士文氏、社会福祉法人いぶき福祉会事業部長の森洋三氏をお迎 

   えします。 

    障がい者団体の職員、障がい者施設職員をはじめ、クラウドファンディングに関心のある方の参加を 

   呼びかけます。 

４ 福祉メディアステーション事業 ＜担当：小川＞ 

  福祉メディアステーションでは、障がいのある方がデジタル技術を身近に感じ、楽しみながら社会参加や 

 交流を進めることができるよう、さまざまな研修や体験事業を実施します。 

  今年度は、「生成 AI」や「ｅスポーツ」など、新しいデジタル技術に触れる機会を提供し、障がいのある

方の社会参加や生きがいづくりにつなげていきます。 

 （１）生成 AIを活用した絵画教室 

    生成 AIの基本を学び、AIを使って絵のアイデアを考えたり、作品を制作したりする方法を分かりや 

   すく紹介します。 

    日 時：令和８年９月 26日（土）10：00～12：00 

    場 所：ソフトピアジャパンセンタービル１階  福祉メディアステーション実習室 

    開催方法：会場参加及び Zoomによるオンライン参加 

    会場では、生成 AIを活用した絵画制作の実演・体験も行います。 

 （２）ｅスポーツ体験会 

    障がいのある方や高齢者が気軽にｅスポーツを体験できる機会を提供し、社会参加、仲間づくり、生 

   きがいづくりを進めます。 

    日 時：令和８年９月 26日（土）13：30～15：00 ※10月以降も開催予定 

    場 所：ソフトピアジャパンセンタービル１階  福祉メディアステーション実習室 

    対象者：障がいのある方、高齢者、ｅスポーツに関心のある方、 

        家族・支援者・福祉関係者等 

    「ぷよぷよｅスポーツ」や「ボクらの消しゴム落とし」などを使用し、初心者向けの操作説明、ゲー 

申込 QR コード 



   ム体験、参加者同士の交流、大会に向けた練習などを行います。 

    また、一般的なゲームコントローラーの操作が難しい方を対象に、スイッチやジョイスティックなど 

   の入力支援機器の相談・体験・設定支援も行います。 

    なお、令和９年３月 22日には、大垣市情報工房において「岐阜県パラｅスポーツ交流大会」を開催 

   する予定です。福祉メディアステーションでは、今後もデジタル技術を活用したさまざまな取組を通じ 

   て、障がいのある方の社会参加、交流、生きがいづくりを支援していきます。 

※QRコードをスマートフォン等で読み取り、申込みフォームよりお申し込みください。 

 なお、スマートフォン等からのお申し込みが難しい方は、電話・メール・FAXでもお申し込みいただけます。 

５ 今後の主な日程について （９月、１０月） 

６ 支部・会員の皆様への寄付のお願い ＜担当：小川＞ 

 当協会では、障がいのある方々の福祉の向上と社会参加の促進に向け、要望活動、福祉大会、相談支援、芸

術・文化活動、研修会、情報提供など、幅広い事業に取り組んでいます。 

 しかし、会員数の減少や物価高騰などにより、財政状況は大変厳しい状況が続いています。今後も活動を継

続・充実していくため、皆様からのご支援をお願いいたします。 

 各支部・会員の皆様には、可能な範囲で寄付へのご協力をお願いいたします。寄付金は、障がい者福祉事業

や相談支援、情報提供、芸術・文化事業等に大切に活用させていただきます。 

 ※寄付は任意です。金額の定めはありません。無理のない範囲でご協力ください。 

   寄付金額：任意（ご協力いただける範囲でお願いいたします。） 

  振 込 先：十六銀行 県民ふれあい会館出張所 普通 1011905 

  口座名義：一般財団法人岐阜県身体障害者福祉協会 

       (イッパンザイダンホウジンギフケンシンタイショウガイシャフクシキョウカイ) 

問い合わせ先  一般財団法人岐阜県身体障害者福祉協会 〒500-8385 岐阜市下奈良 2-2-1 県福祉会館５階 

申し込み先    Tel 058-201-1543  Fax 058-273-9308  E-mail gisinsyou@human-i-land.com 

9月 2日(水) 巡回相談(整形外科) 13:30～ 関  市：関市総合福祉会館 

  4日(金)  

  ～6日(日) 

令和８年度岐阜県障がい者 

ふれあい福祉フェア 
岐 阜 市：マーサ２１ 

  25日(金) クラウドファンディング研修会 岐 阜 市：岐阜県福祉・農業会館 

   26日(土) 生成 AIを活用した絵画教室 大 垣 市:ソフトピアジャパンセンタービル 

   26日(土) ｅスポーツ体験会 大 垣 市:ソフトピアジャパンセンタービル 

   27日(日) 交通安全の集い 中津川市：東濃自動車学校 

   30日(水) 巡回相談(整形外科) 13:30～ 土 岐 市：ウエルフェア土岐 

10月 4日(水) 第 31回長良川ふれあいマラソン大会 海 津 市：木曽三川公園特設会場(スポ) 

    14日(水) 巡回相談(整形外科) 14:00～ 郡 上 市：大和保健福祉センターやまつつじ 

    19日(月) 巡回相談(整形外科) 13:30～ 恵 那 市：恵那市役所西庁舎１階 

23日(金) 

   ～26日(月) 

第 25回全国障害者スポーツ大会 

「青の煌めきあおもり障スポ」 
青 森 県：各所（スポ） 

    28日(水) 巡回相談(整形外科) 13:30～ 可 児 市：可児市福祉センター 

 LINE公式アカウント開設のお知らせ 

◆岐阜県身体障害者福祉協会では、公式 LINEアカウントを開設しました。 

行事・イベントのご案内、研修情報、制度やサービスのお知らせなどを、手軽 

に受け取ることができます。 

 登録は簡単！ 

QRコードを読み取るか、LINEで「@gifu-friends」と検索してください。 

ぜひご登録いただき、最新情報をご活用ください！ 


